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Conférences scientifiques
Reconsidérer Picasso

 
学
術
講
演
会

司会進行 _ 松原典子（上智大学教授）
Président _ Noriko MATSUBARA （Professeur de l’ Université Sophia）

13:00 - 14:30
ロランス・マドリーヌ 
「ピカソとマネ」（逐次通訳付、45分）

Laurence Madeline _ ” Picasso et Manet” 

( 自身の個展と同じ 1932 年に開催されたマネの回顧展を見て以来、1960-61 年に
なって、ピカソは、マネの＜草上の昼食＞に基づいた約 30 点の変奏連作に取り組ん
だが、約 30年の間にマネに何を探し求めたかを明らかにする )

14:30 - 14:40
休憩 (Pause)

14:40 - 16:10
カテリナ・ザッピア 
「ピカソとイタリア人：芸術家、知識人、政治家たち」（逐次通訳付、45分）

Caterina Zappia _ ” Picasso et les italiens : artistes, intellectuels, hommes politiques”

（ラファエルロ、未来派といった画家達、映画監督で演出家のヴィスコンティ、ファシスト
のムッソリーニ、イタリア共産党の指導者トリアッティ、ヴェネチア・ビエンナーレなどの
文化イベントとピカソの関係を明らかにする）

16:10 - 16:40
質疑応答 _ 司会（逐次通訳付）: 大髙保二郎（早稲田大学名誉教授）
Débat présidé par Yasujiro OHTAKA (Professeur émérite de l’ Université Waseda）




